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英語教師の英語力をめぐって：文検からの視座1) 
 
 
田 邉 祐 司 
 
1. はじめに 
 「文検」(｢ぶんけん」・「もんけん｣)と呼ばれた文部省検定試験は旧制師
範学校・中学校・高等女学校の教員免許状を得ようとした個人に対して，旧
文部省が行っていた試験である。この検定を通して数多くの“独学者”が教
員として教育現場へと送り出され，わが国の戦前の中等教育を根底から支え
る大きな原動力となった 2。しかしながら，今この試験を知る教育関係者は
少なく（寺崎・「文検」研究会 1997），英語教育の分野においても，儀
同（1992），田邉（1994），茂住（2003）などの研究があるのみである。 
 英語教師の英語力の議論が行われたはじめた昨今，共時的な視点から海外
の教師論などを研究し，そこに示されている英語力のスタンダードを日本の
英語教師に援用するという共時的な視点はもちろん大切ではあるが（Burns & 
Richards 2009），かつて国内で行われていたことに目を向けるという通時的
な視点もまた有益ではなかろうか。全国規模で，長期にわたって行われた文
検は合格すると「旧制高等師範学校卒業と同等の学力あり」と国によってお
墨付きが与えられた試験だった。そこには戦前，国が英語教師に求めた英語
力の水準が示されていたと言っても過言ではあるまい。 
 以上の観点から，この小論の目的は文検英語科に焦点を当て当時，示され
ていた英語教師の英語力の射程と深みを紹介することにある。具体的には文
検の問題内容，参考書，さらには受験生の手記などを素材とし，そこから英
語教師に求められていた国家規模の英語力（専門的学識）をあぶり出し，現
行の議論へ資することをねらいとする。 
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2. 文検の背景 
2.1 成立経緯 
 まずここでは文検制度の概説を試みる。文検は制度上，「中等学校教員検
定｣，「実業学校教員検定｣，「専攻科教員検定｣，「高等学校高等科検定」の
4 種類に分けられていた。この内，受験者数が最大だったのが中等学校教員
検定だったので，一般に「文検」という場合には「中等学校教員検定」のこ
とを指すことが多い（柴田・藤井 1985）。 
 制度成立の背景には，国家建設のための礎である教育制度の基盤が脆弱だ
ったという当時の事情があった。特に中等教育現場に優良な人材を補充する
ことは急務の課題であったが，一方でそれが遅々と進まない現状があった。
停滞を打開する一策がこの制度の導入だった。導入決定にはさらに個人に能
力があっても様々な理由から進学がかなわなかった“独学の篤子”に学問へ
の門戸を開くという意味合いもあった（寺崎・「文検」研究会 1997）。 
 これはやがて明治 17（1884）年に「中学校師範学校教員免許規則｣(文部省
達第 8 号）という形で具体化され，翌年から国が行う検定試験として実施さ
れることとなった。寺崎・「文検」研究会（1997）は文検の戦前史を次の 4
期に分類している。 
表 1：文検の史的区分（戦前） 
創始期 明治18 (1885)年 第 1回～明治22 (1899)年 第13回 
整備期 明治33 (1900)年 第14回～明治41 (1908)年 第22回 
拡充期 明治42 (1909)年 第23回～昭和 7 (1932)年 第57回 
安定・終末期 昭和 8 (1933)年 第58回～昭和18 (1943)年 第78回 
 この内，「創始期」は試験の施行から「教員免許法」が発布される前年ま
での試行錯誤時期を指す。予備試験と本試験による２段階選抜方式が導入さ
れたのはその末期であった（明治 30（1897）年第 10 回から）。「整備期」
と名づけられた第 2 期は短いが，明治 33（1900）年に「教員免許法」が発布
され内閣に教員検定委員会が置かれた事実を踏まえたことによる区分という。
「拡充期」には「教員検定ニ関スル規程」（明治 41（1908）年）にもとづい
た出願資格が初めて定められた。一年を前・後期に分け，試験学科目をそれ
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ぞれの期に割り振ったのもこの期であった。その後の「安定・終末期」には
試験も円滑に実施されるようになったが，第二次世界大戦がこの制度をも飲
み込むことになった。 
 敗戦後，文検は一時復活を遂げたが学制改革の大波の中でやがてその使命
を終えることになった。廃止の経緯については，「教育職員免許法」の成立
過程において何度も議論が重ねられたということまでは明らかにされてはい
るものの，いつ，どのような理由で廃止となったのかは不明なままである（寺
崎・「文検」研究会 2003, p. 35）。 
 文検の全科目における合格者の総数を記録する史料は明らかになっていな
いが，検定の独学者達の研究を行った儀同（1992）によると，その総数は 2
万名前後であったろうと推計され，その中で英語科では 1,200 名以上の合格
者があったものと考えられている（茂住 2003）。 
 いずれにせよ，合格率が 10 パーセントを超えた年はまれであり，合格は大
変な名誉であったことは想像に難くない。茂住（2003, p. 64）は,「その社会
的評価は高く，制度発足十数年で，教師になる，ならないにかかわらず，自
分の学力を立証するために受験するという者が現れはじめ，文検英語科は一
種のステータス・シンボルとして見られるまでになっていた」と述べている。 
 
2.2 もたらしたもの 
 文検が教育界全般にもたらしたものは大きい。それは次のようにまとめら
れよう。国家戦略であった優秀な人材補充，教員養成の土台造りという当初
の目的は達成され，地方や高等教育機関へ進むには不利な状況に置かれてい
た者達の“努力や情熱”の受け皿ともなった（儀同 1992）。さらにこの試験
が現職教員（旧制小学校など）を中心とする受検者にとっては大きな目標と
なり，受検により彼らの専門知識，教授能力などが大幅に延びたことは想像
に難くない。 
 さらに注目したいのは，この制度が英語科において当時乖離していた英語
学，英米文学，英語教授法（当時，｢英語教育学」という分野は未発達）など
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中央を中心とする英語という学問の「知の水準」を地方へと伝搬し，さらに
就学者と非就学者の間に存在したと思われる学問上の不均衡を是正する「文
化装置」として機能したという点も忘れてはならない（田邉 1994; 山田 1994）。 
 このように制度面にまつわる文検がもたらしたメリットは多く，試験制度
そのものに向けられた批判は少なかった。批判めいたものがあったとすれば，
それは主に受検生・合格者に向けられたもので，合格するために人間関係，
一般常識や社会生活を犠牲にしたといった類の批判であった。いつの世もそ
うだが，これらは同僚からのねたみ・やっかみに端を発したものであろうと
思われる（儀同 1992）。 
 
3. 試験概要と内容 
 “文検出”の英語教師の力は尋常ではなかったといわれる。それは例えば
田中菊雄（1893-1975)，柴田徹士（1910-1990)，粟野健次郎（1864-1936）な
どの著作や評伝からうかがい知ることができる（田中 1960; 柴田・藤井 1985; 
田中 1992)。この内，西田（1997）は明治 15（1882）年に文検に合格した粟野
健次郎にまつわるエピソードを粟野の教え子の話として紹介している: 
先生が文部省の英語試験をうけられたのもその一つである。先
生の答案の立派なのには，当時の試験官は皆舌を捲いて驚いた。
或人などは，是れは屹度試験問題が漏れたに相違ないから，先
生は再試験の必要があるとて，今度は外国から着いて二，三日
しか経たぬ或本から問題を出した。然るに先生の答案は不相変
一点の非のうちどころのない立派なものであった。先生は遂に
第一高等学校の教官に推挙され，当時意気揚々として入学した
同年輩の生徒を教ゆることとなった。(pp. 54-56) 
では，この試験に合格できる力，とりわけ当時の英語科受検者に求められて
いた英語力とはいかなるものであったのか。以下，文検受検用に編まれた過
去の問題集と参考書をよりどころに，この問いに答えてみる 3)。試験の形式
は前述したごとく時期や各科目で若干異なるが，拡充期の英語科を例にとる
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と（伊東 1925）: 
年 2 回（春，5 月; 秋，11 月） 
予備試験（文部省および各自治体の県庁所在地）2 日間 
本試験（文部省）3 日間 
という形が一般的なもので 4)，英語科ではそれぞれ次のような内容で構成さ
れていた（茂住 2003）。 
予備試験 
 ・「英文和訳」 ・「和文英訳」 
 ・「教育ノ大意」（第 23 回より） 
 ・「国民道徳要領」（第 30 回より） 
本試験 
1 日目  
 ・「書取 Dictation」 
 ＊試験官の音読をそのまま書き取り，即座に提出する。 
 ・「作文 Composition」  
    ＊所定の題に関して試験官が speech をし，それを英語で口頭
パラフレーズし，さらに speech に関する自分の意見をあわ
せて 90 分の持ち時間内に英文で綴る。 
2 日目  
 ・「読方解釈文法 Reading, Translation and Grammar」 
    ＊15, 6 行の英文を別室で下読みした後，日本人の試験官の前
で音読，訳出をする。その後，意味や大意を述べ，試験官
から様々な角度からの質問を受け，教師としての資質も試
される。 
3 日目  
 ・「口述，教授法」 
    ＊綴り字を Phonetic Transcription へ，またはその逆に変換す
る。Transcription の音読，誤文訂正，英会話，同時リピー
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ト（現代の shadowing に相当か？）などが適宜課せられる。 
 この内，予備試験の「英文和訳」，「和文英訳」は「予備試験は英語の基
本的実力を試験するために行われるものであり，一定の時間内において多く
の問題をどれ位の程度に解釈しまた作文し得る力を持っているか」（實方 
1931, p. 20）を，試すものであった。予備試験に合格したもののみが進める
本試験の方は，上からも明らかなように英語技能のすべてに関わり，かつ教
授法，英語学，英文学などを含んだ専門教養と教師としての資質まで問われ
る実に総合的な英語学力試験であったことがわかる。實方（1931）は予備試
験と本試験の英語に区別はないとし，そのレベルを: 
実際において文検の問題は現行試験中，高等教員検定試験を除
いて一番難関な試験である。英語の問題も，世間一般からかな
り困難でありかつ程度高い様に誤考されている高等試験外交科
の英語も文検より程度が低いのである。（p. 23，現代文改め筆者） 
と規定し，さらに: 
大体高等師範学校四カ年卒業の英語力の理解する英語が標準と
され，従って高等学校文科卒業程度の英語力より些少高程度で
あると思われる。（p.24，現代文改め筆者） 
と説明している。同じように田中（1934）は，自らの体験をもとに以下のよ
うに規定している: 
特に皆さんにおすすめしたい書物はナショナル第四読本（上巻
1 円 80 銭，中巻 2 円 50 銭，下巻 2 円 50 銭 研究社出版）と，井
上英語講義録第四学年，第五学年程度のものであります。（第
1 編: 1，現代文改め筆者） 
 しかし「高等師範学校四カ年卒業の英語力」「ナショナル第四読本」とい
われても，現代のわれわれには正直ピンとは来ない。柴田（柴田・藤井 1985, 
p. 25）はその点をふまえ，「今で言えば，新制大学の英文科の卒業くらいの
力というのが「文検」と思ったらいいでしょう。」と述べているが，それで
も判然としないところがある。 
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3.2 求められていた英語力  
 そこで文検の内容がある程度定型
化された拡充期以降の英語科試験問
題を紹介しながら（東華堂編集部
（編）1922），求められていた英語
力をさらに掘り下げてみることにす
る。 
 右の図 1~2 は明治 44 年（1911）
第 25 回の予備試験および本試験問
題の一部である。まず予備試験の英
文和訳（ENGLISH INTO JAPANESE）
は「予備」いうことばが便宜的な呼
び方であることに気づかされる。 
ここで問われるのは相当レベルの
語彙力，文法力，訳出能力であるこ
とがわかる。語彙，構文の力はもと
より文法知識を駆使して，ことばの
係り結びを把握できなければならな
いことがわかる。 
 「和文英訳」も同様に，相当な和
文→英文への変換経験がないと片づ
けるのは難しい。原文の内容も時代
を反映したものとなっている。果た
して今の教員の内，何人が「廣東に
於て革命党蜂起し，総督衛門に放火
し」（現代文へ書き改め筆者）など
の和文を英語のこなれた表現に置き
換えることができるのであろうか。
図１: 第 25 回予備試験問題 
図 2: 第 25 回予備試験問題 
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いずれにせよ，これだけの内容を限
られた時間に読みとり，訳出をする
という設問に驚きを禁じ得ない。 
 これに続く本試験は「読方解釈文
法 Reading, Translation and Grammar」，
すなわち，「英語訳読」と「教師の
質（The qualification of the teacher of 
English）」を問う作文（英文エッセ
イ・ライティング）で構成されてい
た。 
 前者は単なる訳出試験ではなく，
文法，語彙，発音など広範囲にわた
る英語力と英語の教養を質疑によっ
て試されるもので，試験官を前にし
た，いわば micro teaching と同種のも
のであったと理解しても良い（茂住 
2003）。 
 図 4 は大正 13（1923）年に実施さ
れた第 41 回の本試験問題の一例で
ある。本試験の DICTATION は弱音，
同化，個々の音の内，日本人に弁別
しにくい音素などを対象としたもの，
発音と綴り字の関係をたずねたもの，
さらには自然発話の英文パラグラフ
という包括的な内容となっている。     
 CompositionはPlain Englishをトピ
ックとした内容であるが，単なる英
語の文法，文体論の問題にとどまら 
図 3: 第 41 回本試験問題 
図 4: 第 41 回本試験問題 
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ず英語教材論にも関連した内容となっている。日頃から英語教授法の文献（英
語）に親しんでいないと，容易には解けない内容である。READING, 
TRANSLATION AND GRAMMAR では，第一次，二次（この呼称は年によっ
て変わる）にわたってエッセイの一節をめぐって，これを音読し，その後，
試験官からの様々な質問に答える方式で，実際には模擬授業を行っているの
に等しい試験内容だった。 
 図5のPHONETIC TRANSCRIPTION
ではこのパッセージを自由に音声記号
化でき，かつその後の質問に答えるこ
とが求められた。田中（1934）は体験
から検定試験における音声知識・技能
の重要性を次のように述べている: 
文検の予備試験を通った方の中，本試験でその半分が落ちてし
まうのは，実に発音の不出来なためだといっても決して過言で
はありません。（p. 12，現代文改め筆者） 
 翌年の第 42 回（大正 14（1925）年度後期）の予備試験の ENGLISH INTO 
JAPANESE は，資料 2 のものと比べても，より現代に近い英文が採用されて
いるが，やはり難解である（省略）。「和文英訳」にも日本語的な言い回し
が点在し（例えば（一）では，「さして改まらずに」「お節介な性分」「こ
の機会を兎も角捕らえて置こうという気持ちだった」），現代的な観点から
ながめても安易な英語力で訳出できるとは言い難い問題である。 
 本試験の DICTATION は 15 題から成る。問題は超分節音から個々の音へと
いう並びになっている。各問題文には自然な音変化がふんだんに組み込まれ
ており，受検者が実際にそういう英語音声の実際を自らコントロールできな
ければ正答にはたどりつけないことがわかる。Palmer の音声観が如実に反映
されている問題である。次の COMPOSITION は Palmer による教授法論を要
約する問題であるが，彼の Oral Method はもとより，教授法に関する相応の
知識がなければ，適切な要約はできない内容となっている。READING,  
図 5: 第 41 回本試験問題 
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TRANSLAYION AND GRAMMAR
は第一部，二部とも Joseph Conrad
からの一節である（図 6）。原書
や注釈つきの読本をしっかりと，
刻み込むように読んでおかなけれ
ば試験官からの細微な質問に答え
ることがかなわなかったことは想
像に難くない。 
 なお，この年には試験の最後に
は教授法が組み込まれ，教授法，
英語学，文学への理解がさらに試
されていることがわかる（図 7，
問題の変遷については茂住，2003
参照）。 
 以上，駆け足で文検試験の形式
と内容をながめてきたが，この試
験がわれわれがよく知る単なる紙
の 上 で の 英 語 力 を 問 う 試 験
（pen-and-pencil tests）とはまった
く異質のものであったことを強調
しておきたい。 
 文検はかくのごとく，英語に関する広範囲の知識を持ち，それを実際に運
用できることはもとより，かつそれらを効果的に生徒に伝えうるかどうかと
いう点まで含めた「視野の広い」資格試験であったことが窺える。文検に対
して教養主義の権化のごとく揶揄し，合格者を偏った英語知識しか身につけ
ていないとの批判もかつてはあったようではあるが，ここでながめてきた試
験問題，参考書類からはそれはまったく根拠のないことだと言えよう。文検
が受検者に求めたものは，文字言語，音声言語としての英語のみならず，文
図 6: 第 42 回本試験問題 
図 7: 第 42 回本試験問題（教授法）
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化を担う言語としての英語という奥行きがあり，広がりのある「英語の知の
水平線（the intellectual horizons）」に“立ちうる人材”であったと言える。
まさに現代のわれわれが現代の英語教師に希求するものの一端がここにある
ような気がする。 
 
4. 文検合格者の学び 
 文検は戦前の中等教員を対象としたもので，それをそのまま現行の議論に
結びつけることはできない。しかしながらその一方で，この検定試験が真に
実力のある英語教員を輩出し，彼らのほとんどが教育機関での formal learning
を経たものではなく独学であったという事実をふまえるとき，受検者がどの
ようにしてその総合的な英語力を高め，合格（成功）して行ったのかは大き
な謎である。最後の項では，以上を念頭に「文検合格者の学び」を明らかに
し，英語教師に求められる英語力という本論の問題意識への提言としたい。 
 文検用のどの参考書をながめても文検合格者は，何よりも「読む」という
行為をその学習の中核としたことがわかる。やはり読解力をのばすことが，
日本という EFL 現況に最も適した上達への近道であることには異論はなか
ろう 5)。しかし，現在はリーディングといえば現代社会のもたらす情報量の
多さに対応するためか，パラグラフ単位以上に力点を置いた要点理解，速読
という方法が主流である。 
 題材も社会事象を中心としたものが多く，いわゆる文学的なものは敬遠さ
れがちである。ところが文検学習者が自分の英語力を鍛えた方法は徹底的な
精読であり，深い読みであった。読書対象も伊東（1925）などの参考書の記
述によると，ナショナル第四読本，第五読本，The Sketch Book や Treasure Island
あたりを基本として，そこから Gissing，Stevenson，Eliot，Dickens，Hardy，
Conrad，Lamb などの古典的な名文であった（資料 1）。古典的名文を定義す
るのは難しいが，伊東（1925）にある最初の 1 例を示すとその意図している
ところがつかめよう: 
I have often had occasion to remark the fortitude with which women 
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sustain the most overwhelming reverses of fortune. Those disasters 
which break down the spirit of a man, ad prostrate him in the dust, 
seem to call forth all the energies of the softer sex, and give such 
intrepidity and elevation to their character, that at times it approaches 
to sublimity. Nothing can be more touching than to behold a soft and 
tender female, who had been all weakness and dependence, and alive 
to every trivial roughness, while treading the prosperous paths of life, 
suddenly rising in mental force to be the comfort and support of her 
husband under misfortune, and abiding with unshrinking firmness the 
bitterest blast of adversity. 
 (W. Irving, The Sketch Book: The Wife) 
 当時彼らはこのような難解なレベルの文を，辞書（特に英英）や注釈書，
専門書などを活用して征服していったのである。田中（1934）は: 
一冊の書を読むには少なくともその書の内意が良く解らねばな
りません。一分も不明な点を残してはなりません。解らない書
物を何冊読んだとて，何になりましょう。そして何の面白みが
ありましょう。私達は只書物を一冊，一冊と読んで行くのでは
なくして，その書物の内意を明瞭に理解して読んで行くからこ
そ，そこに興味が湧いてくるのです。そして，自然，英語に対
する興味も生じてくるというわけです。解らないものに興味が
見出せますか。解ってこそ，そこに興味が見出せるのです。で
すから，一冊の書物を読む際には，徹底的にその内意を掴まな
くてはなりません。それにはどうしても我々の先輩が書いてく
れた注解等によって，その書の内意を知らなくてはなりません。
（第一編，p. 3，現代文へ書き改め筆者） 
 現代の社会的な状況から考えるとこのような形での英語力の育成は古くさ
いのかもしれない。しかしながら，日本語と英語の距離感を絶えず意識し，
突き詰めるように読み込んで，くだいて行くというプロセスなしには真の意
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味での英語力は育たない。文検では，後の高文検（旧制高校教員検定試験）
のように文部省が試験前に読むべき書物を指定するということはなかったが，
それでも文検用参考書や『英語青年』などの専門誌を通して，ほぼ全国一律
にどのような文献をこなさなければならないのかの情報は広まったと考えら
れる。 
 このような愚直なまでの手法のプロセスでの副産物が，語彙・表現力，さ
らには文法組織への理解力であった。もちろん明治の当初からいわゆる単語
帳や文法書と呼ばれるものは数多く，そこからのアプローチも可能ではあっ
たと思われるが，読書を通しての語彙増強こそが彼らの学びの本道であった。 
 今，果たしてどれほどの学生が原文にあたり，精読をしているだろうか。
英文科の学生はもとより，現職の教員ですらこの点に関して胸を張れること
ができるものは少ないのではあるまいか。教員養成における英語力を考える
ためには，このようにまず読むことを通した地道な英語へのつきあい方から
見直さなければならない。以下の田中菊雄（1960）の一文はそういう意味で
読む人の琴線に触れる: 
四月四日 
（未明）Henry Ryecroft はいよいよ終わりに近づいた。Money is 
time.（金は時なり）の章をいかに自分は青鉛筆に染めたであろ
う。研究社英文学叢書が嬉しくて嬉しくてならぬ。己は呉へこ
の叢書を読みに来たようなものだ。この書がおれを活かした。
昨日はついに Man &Superman を 38 頁まで読んだ。今日は一幕
を終わり更に第二幕も終わる計画なのだ。こんなに熟語に富ん
だ書はない。四月中に Man & Superman，Silas Marner，The Story 
of My Heart の三冊を是非読みあげたいと思っている。（p. 194） 
 文検が求めたもうひとつの英語力が書くという能力だった。資料 1 にもあ
るように，受検者はまずは徹底的なパターン認識（構文暗記→和文英訳訓練
→英作文）を行った。読解と同じくここでも押さえておくべき図書があった。
例えば，上述の伊東（1925）は以下のような書物をすすめている: 
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南日恒太郎『増訂 和文英訳法』有朋堂 
岡田實麿『和文英訳要訣』開文社 
同じように實方（1931）は: 
基礎学力を養成するこの一年間に研究する英作文の書は，南日
恒太郎著和文英訳法，濱林生之助氏著英文構成法及び大橋榮三
氏編新高等英作文二巻の四冊を用書として，この四冊を徹底的
に研究すると共に，一方に自由英作文の課程を設けて，平易な
紀行文及感想文及国定教科書巻五一巻八迄を数多く作文するこ
とにする。（p.73，現代文へ改め筆者） 
と基本書を紹介している。このような基本書での学習を経た後に，復文練習
（日本語文と英語文の往復），precis writing（プレシーライティング；要約
作文）という手法で，自らの英文を高め，その後に自由英作文，ライティン
グという段階を経て，書く訓練を積んだのである。 
文検での書く作業で特長的なことは，書くことが読書で培った英語力の活
用先となっていることである。名文の精読，暗誦という形で体内に呼び込ん
だ語彙・表現・構文がさらに和文英訳や自由英作文で使用される。Input（入
力）と output（出力）の相乗効果が存在していた。 
 英文法知識獲得も文検の重要な能力であった。読むことや書くことによっ
て英文の骨格はより深くわかるものである。合格者は文法を語彙・表現力と
同じように，そのような読書，作文，会話の中で活きる英文法知識としてと
らえていたようである。文法は多くの受検者にとって英語を読み，書き，そ
して話し，聞くための触媒であったのである。 
 受検者が音声学の知識とその運用能力を英語力の重要な一部であると考え
ていたことは前述した試験形式に関係する。これには明治後期からの音声重
視の流れが如実に読みとれるが，文検においても学んだことを実際に受検者
自らが運用でき，かつそれを生徒に教授できる力が求められていた。したが
って，おざなりに音声学を学ぶのではなく，音声が活用されうる形での研鑽
が求められていた（茂住，2003）。しかし現在，多くの教員養成課程で行わ
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れている「音声学」は，英語学的な見地から言語音の解説に終始することが
多く，それにより学生の音声面が大きく変わった，指導面で役立ったという
方向へつながらないことが多い（田邉・三浦 2000）。 
 同じことがもう一方の output である会話力についてもいえる。読書，ライ
ティングで培ったものが音声の運用能力を通して，自己のことばとして実現
できるかが重要であり，特に本試験の 3 日目には英語による教授能力が試さ
れていたことは特記すべきである。現在の学生は，会話は上手くなった。外
国人をこわがるというようなことは少なくなった。しかしながら会話内容は
希薄で簡単な talk や chat は行えるが，speak となると今一歩というところが
現実であろう。 
 以上，英語力の内，主に linguistic な側面について述べてきた。英語教師と
して欠かせない専門教養・知識の学びについては他の機会に譲る。ただ受検
者は現代とは比べることのできない乏しい情報の中で，もっぱら book 
learning という形態だけで教えることの基本を身につけたという“重み”だ
けは記しておきたい。 
 
5. おわりに 
 戦前の中等教育の英語教育現場を支えていたのも文検出身の英語科教員だ
った。彼らは，難関の文検に合格するために厳しい試験勉強を自らに強いる
ことによって，高度な英語力と豊富な専門的な知識を身につけていった。文
検合格者は語彙，文法，音声を中核とした言語の基本を，読解，英文和訳，
和文英訳，会話などの手段で有機的に結びつくように習得してきた。それ自
体は目新しいことではないかもしれない，しかし大切なのは彼らの学習の深
さとその水準である。その背後には独学者としての強い心の力があった。田
中はこう述べている（田中 1934）: 
よく私の友達は，私が比較的若くして文検に合格したのを見て，
“君は天才だ”と言ってくれますが，それを聞く度に私は自分
自身を恥づかしく思うのです。私は決して天才でも何でもあり
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ません。凡才以下であります。殊に私には数字とか地理とかの
観念がさっぱりなく，五分前に聞いた電話番号すら五分間経つ
と直ぐに忘れてしまうという程ですから，英語の単語などを憶
え込むのは，なかなかのことでした。私は只努力したのです。
書生として働きながら，病魔と戦いながら，希望を持って，幻
を描きつつ，努力また努力したのです。私は努力した点におい
て，凡人以上であったでしょう。この意味で私は天才であった
かもしれません。しかし，努力という事は，諸君の決心如何に
懸かっているのです。（p. 8，現代文へ書き改め筆者） 
 文検の水準と現行の教員養成における教師の英語目標値の間にはあまりに
も大きな開きがある。過度に一般化はできないが，現行の英文科や英語科，
さらには教育学部英語科などの新卒者が卒業までに獲得する英語力とここま
で議論してきた「高等師範学校四カ年卒業の英語力」の間には大きな開きが
存在する。 
 文検の時代と現代では英語教育を取りまく状況は確かにまったく違う。し
たがってその制度をそのまま復活させるようなことは現実的ではない。それ
でも，これまで述べてきたように文検が受検者に期待した英語力の水準には
21 世紀に生きる英語教師としてのあるべき姿が投影されているといえる。彼
らの学び方や英語に対する姿勢もまた現代に活かすことができよう。あわせ
て伊東（1925）やその他の参考書，問題集が残してくれた史料はこれからの
教員養成や現職教員教育での求められる英語力を考える上での貴重な資料と
なるはずである。 
 現在，英語教育界においても専門化，細分化が進み，余りあるほどの情報
が即座に入手できる。しかしながら，そういったものが指導内容の充実，ひ
いては学習者の力として結実していない理由をわれわれは真剣に模索すべき
である。繰り返しになるが，その意味でも，情報がなく，頼れる師も身近に
いなかった文検独学者の学びはわれわれに何かを語ってくれているような気
がしてならない。 
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注 
1) 本稿は「英語教員養成における教師の英語力：「文検」からの考察」と題
して文部科学省に提出した報告書（田邉 2004）を大幅に修正したものである。 
2) 事実，教科の規模は以下のごとく広範囲にわたるものであった。例えば，
第 18 回の学科目（1904）を示す。 
修身，教育，国語及漢文，英語，仏語，独語，歴史，日本史・東洋史，
西洋史，地理，数学，算術・代数・幾何，三角法，解析・幾何，微分積
分，物理及化学，物理，化学，博学，動物及生理，植物，鉱物，法制及
経済，図画，毛筆画用器画，鉛筆画用器画，家事及裁縫，家事，裁縫，
体操，簿記，農業，商業 
3) 以下にまとめたものが文検英語科用参考書の代表的なものである（含む高
文検用参考書）。 
狩野力治 (1914)『文検中等教員各科受験法』国民教育会 
伊東勇太郎 (1925)『文検受験用 英語科研究者のために』大同館書店 
井上孝一 (1928)『文部省検定英語科受験準備の指導』啓文社書店 
宮本五郎 (1929)『文検英語問題解答集』大同館書店 
實方清 (1931)『最新指導 文検標準 英語科の研究』大同館書店 
田中芳意 (1934)『文検英語科受験法』日英書林 
高須豊 (1934)『文検英語科の徹底研究』大同館書店 
 この内，伊東（1925）に関して，文検最後の合格者であった安藤貞雄は以
下のように述べている（澤田（編）1990）: 
文検の手引きは，伊東勇太郎『文検英語科受験者のために』という本で
－この本は，残念ながら，いま手元にないので書名は記憶による－これ
は 3 年間で英語科教員検定に合格するように，第 1 年度，第 2 年度，第
3 年度に分けて，英文法や英文学や教授法の各分野で読むべき参考書が
紹介され，読み方が示唆されていた。著者は，訳詩でも令名の高い英文
学者で，英語英文学への情熱がひしひしと伝わってくるような名著であ
った。（p. 497） 
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また偶然ではあるが，柴田（柴田・藤井 1985）も同書について語っている: 
柴田: そうです。当時，伊東勇太郎の『文検受検用－英語科研究者の為
に』という本がありましてね。長崎高商の教授で，ずいぶん長生きされ
て，最近までお元気だったようですよ。（p. 25） 
4) 冒頭で述べたように文検に関する英語教育の研究は数少ないが，茂住
（2003）は文検を，戦前の中学校教授要目，試験官（日本人・外国人），さ
らには予備試験・本試験の 3 つ視点からすぐれた分析を行っている。 
5) しかしながら文検の学びは昨今の「文法・訳読法」の復権を願う主張（例
えば斎藤 2003）とは相容れないことを明記しておきたい。論じてきたように
文検受験者は訳読，文法で得た知識では止まらず（すなわち変則主義には陥
らず），さらに音声運用能力を介し，他の言語スキルへと有機的につなげて
行ったのである。 
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